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令和７年度一般会計予算案 予算規模 ６，４３５億円（過去最大）

①女性が「自分らしく」輝けるまち

Ｒ ７ 予 算 の テ ー マ ： 「成長への反転攻勢予算～ も っ と 人 を魅 き つ けるま ち へ ～ 」

（ 特 に 推 進 す る ３ つ の 重 点 テ ー マ ）

③世界をリードするサステナブル
シティへのキックオフ

[女性のチャレンジを応援、女性の視点でまちを変革] [地域資源（門司港レトロ・若松北海岸・皿倉山夜景、寿司等）の磨き上げ等] [世界に冠たる持続可能都市への挑戦]

Ｒ ５ ⇒ 「 成 長 へ の 再 起 動 」 予 算
（ 「 人 」 、 「 場 」 、 「 企 業 」 の ３ つ の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 発 揮 ）

【 成 果 】
[ ５ つ の 過 去 最 高 ] [ 生 活 者 目 線 で の 施 策 の 充 実 ]
・ 企 業 誘 致 に よ る 投 資 額 ・ 第 二 子 以 降 の 保 育 料 無 償 化
・ 北 九 州 港 フ ェ リ ー 貨 物 量 ・ 医 療 的 ケ ア 児 支 援 の 強 化
・ 観 光 ・ 小 倉 城 入 場 者 数 ・ 学 校 給 食 の 魅 力 向 上
・ ふ る さ と 納 税 寄 附 額 な ど
・ 市 税 収 入

街 の 元 気 と 勢 い （ 「 社 会 動 態 の 増 加 ト レ ン ド 」 や 「 経 済 成 長 」 ） を よ り 大 き な も の と す る た め に 、 再 起 動 し た 経 済 の 成 長 を 加 速

令 和 ５ 年 度 予 算 以 降 通 底 す る 推 進 テ ー マ

＋

令和７年度予算編成を行っていく上での課題（著しい膨張圧力）

福祉医療関係経費の伸び（後期高齢者人口の増加など）

＋１09億円（＋３０億円）

膨張圧力 人件費の上昇（賃上げ機運の高まり）

＋３５億円（＋２８億円）

物価高
（学校や保育、ごみ処理関連だけでも＋１７億円（＋１７億円））

公債費の増加（日銀の政策変更による金利の上昇など）

＋７億円（＋７億円）

市税等の一般財源の伸び
＋５５億円

政策経費に活用できる財源を圧迫

財 政 を め ぐ る 厳 し い 環 境 の 中 、
ま ず 、 「 財 政 の 模 様 替 え 」 す な わ ち 「 創 る 改 革 を 推 進 」

Ｒ ６ ⇒ 「 成 長 へ の 再 起 動 （ 第 ２ 弾 ） 」 予 算
（ 「 空 港 」 、 「 若 者 ・ 子 ど も 」 ）

【 主 な 取 り 組 み 】
・ 北 九 州 空 港 大 作 戦 （ 空 港 ア ク セ ス の 強 化 策 ）

・ 未 来 の 介 護 大 作 戦
・ Ｚ 世 代 チ ャ レ ン ジ 応 援
・ 大 規 模 ス ポ ー ツ 大 会 の 開 催

（バレーボールネーションズリーグ、第2回ＦＩＧパルクール世界選手権・北九州、ＷＴＴファイナルズ福岡2024）

・ コ ク ラ Ｂ Ｅ Ａ Ｔ
（紫川ナイトスペクタクル、KOKURA CHRISTMAS & CASTLE など）

⑥ 挑 戦 す る 企 業 を 応 援⑤ 若 者 ・ 子 ど も を 応 援④ 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し

⇒

・局Ｘ方針等に基づき、資源配分の最適化を図る ⇒次世代投資枠１４１億円を確保

・若松北海岸や門司港での民間投資促進など「公民連携の促進」
・市営バス等における今後の在り方検討に着手するなど「過去からの政策の転換」
・市債残高や資材・労務単価上昇を考慮し、「ボートレースによる未来のまちづくり

投資基金」の創設などにより「投資的経費 総額６４２億円を確保」

経済成長へつながる政策への転換
を図ることで、市税収入等が増加

市民の安全・安心な暮らしの確保・
充実を図るとともに、財政を健全化

令和６年の「社会動態」：６０年ぶりにプラスに転換（転入超過＋４９２人）⇒「稼げるまち」実現に向けて蒔いた種が芽吹き、経済が再起動

【 都 市 の 総 合 力 を 高 め 、 世 界 中 か ら 新 た な 人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 み 、 「 ま ち の 成 長 」 と 「 市 民 の 幸 福 」 の 好 循 環 を 実 現 】

②観光大都市への進化

⇒

※（ ）書きは一般財源ベース

ひ
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令和７年度一般会計予算案の構造
１ 予算規模

〔増要因〕

●福祉医療関係経費の増加 ＋１０９億円

●人勧に伴う職員給与費の上昇 + ３５億円

●公債費の伸び ＋ ７億円

●物価高の影響

●「北九州市未来のまちづくり投資基金」積立金 ＋２００億円（※名目上、今年度予算として全額計上）

学校、保育、ごみ処理関連だけでも＋１７億円

（定年延長等に伴う退職手当を除く）

令和７年度予算は、６，４３５億円（前年度比 ＋１５６億円、＋２．５％）

２ 歳入・歳出の概要

【歳入】（主なもの）

市税等の一般財源は、前年度に比べ５５億円の増加
３，１０１億円（前年度比＋５５億円、＋1.8％）

●市税 １，８８５億円で過去最高額を見込む
（前年度比＋９１億円、＋5.1％）

※令和６年度定額減税（４４億円）の影響を除くと４７億円の増加

●県税交付金 ３４５億円（前年度比＋２９億円、＋9.2％）

●地方交付税等 ８２５億円（前年度比▲２０億円、▲2.4％）

●公営競技事業会計からの剰余金の活用 ７０億円

※例年の収益金繰入（５０億円）に加え、設置予定の「北九州市

未来のまちづくり投資基金」の一部（20億円）を活用

【歳出】（主なもの）

●人件費 １，０５７億円（前年度比＋ ３５億円、＋３.４％）

※定年延長等に伴う退職手当を除く

●扶助費 １，７４９億円（前年度比＋１０７億円、＋6.5％）

●公債費 ６８０億円（前年度比＋ 7億円、＋1.1％）

●投資的経費 ６０５億円（前年度比▲139億円、▲18.6％）

（※６４２億円の事業量）

※投資的経費は、令和７年度予算と令和６年度２月補正予算を
一体的に編成し、合計額は６４２億円を確保。

※前年度からの減要因は、新日明工場建設事業の減（▲１９３億円）

●貸付金 ３５４億円（前年度比▲ ８３億円、▲18.9％）

（主に金利の上昇）

（障害福祉サービスなど）

〔減要因〕

●新日明工場建設事業 ▲１９３億円

●中小企業融資 ▲ ８０億円

※国が制度拡充していた新型コロナ関連融資が終了したため

４
つ
の
膨
張
圧
力

●市債発行額 ３８７億円（前年度比▲ 158億円、▲29.0％）

※臨時財政対策債を除いた場合、対前年度比▲ 98億円

●市債残高 ８，０５６億円（前年度比▲ 51億円、▲0.6％）

※臨時財政対策債を含めた場合、対前年度比▲ １５６億円

３ 市債発行額・残高 ４ 財源調整用基金の活用

●１５１億円（前年度１２７億円）

過去最大

過去最大
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重点テーマ①
女性が「自分らしく」輝けるまち

（１）女性の視点に基づくまちづくり推進

（３）女性のヘルスケアサポート

（ ２ ） 女 性 に 快 適 な 環 境 整 備

（ ４ ） 働 く 親 に 対 す る 支 援

⑦新・「働く親の子ども・子育て応援パッケージ」の推進 ２４２百万円

仕事と育児の両立を目指す親世代を応援し、快適で充実した子育て環境を

実現するための支援策をパッケージとして提供

①新・女性の視点を生かした課題解決・

まちづくりの推進
２５百万円

⑥新・女性にやさしい社会づくりに向けた

ウーマンヘルスケア推進事業

1１百万円

女性の健康に配慮した職場環境を推進するため、

職場における女性の月経にまつわる困りごと

などの実態調査や、女性自身の健康リテラシーの

向上のため、大学生向けセミナーの開催や民間

事業所と連携した検診などを実施

新・パパ育休ファーストステップ応援奨励金

拡・シン・子育てファミリー・サポート事業

拡・第２子以降の保育料無償化拡充事業

新・送迎保育ステーション試行事業

拡・放課後児童クラブの長期休暇等利用者支援事業

女性の視点を生かした都市課題解決や次世代

リーダーの育成を図るとともに、女性のコミュニ

ティの場を形成し、幅広く女性の意見を聴取す

ることで、女性にとってコンフォート（快適で安
全）なまちづくりを推進

②新・学校トイレ洋式化１００％大作戦 1,066百万円

小学校のトイレ改修に加え、特に女子生徒が心身面で大きな変化を生じる中学校に

おいても、全校洋式化を令和９年度までの３か年計画で実施

（令和７年度：小学校１０校、中学校２０校）

③新・女性目線の快適なトイレ空間の整備 ５百万円

「汚い、暗い、臭い、怖い」といったイメージのある公園トイレに対して、女性の声を聴き、

女性も安心・快適に利用できるトイレ空間の整備を検討

④新・北九州発！「女性が輝くリーディングカンパニー」創出事業 １５百万円

女性が働きやすい職場環境づくりを推進するモデル企業の創出に向け、女性用
設備の導入や女性活躍に向けた専門家による支援等の費用の一部を助成

⑤新・リフレッシュルーム（ミモザルーム）整備事業 １４百万円

教職員の育児と仕事の両立や健康増進、ウェルビーイングの向上を図るため、学校に

教職員向けのリフレッシュルーム（通称：ミモザルーム）を整備（２７校）
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重点テーマ②
観光大都市への進化

地 域 資 源 を 磨 き 上 げ 、 国 内 外 へ 発 信

①拡・ナイトタイムエコノミーの推進

２８７百万円

「泊まる観光都市」に向け、夜間、早朝の

観光コンテンツづくりや地元と連携したイ

ベントの開催、快適に夜景観光を楽しめる

環境整備等を通じて、まちの賑わいや観光

消費を拡大

拡・紫川周辺魅力向上関連事業

新・北九州ならではの夜間・早朝コンテンツ造成支援事業

新・ＫｉｔａＱおもてなしキャンペーン事業

・日本新三大夜景都市ブランドを活用した夜型観光促進事業

・皿倉山リニューアル事業

④新・関門エリアのアップグレード

７４百万円

３０周年を迎える門司港レトロの一層の発

展に向け、関門連携によるセールス活動を通

じたエリア一体の誘客促進、歴史や景観等の

観光資源の磨き上げ、エリア全体の賑わい

づくり等を実施

新・門司港レトロ！３０ｔｈアニバーサリー事業

拡・めぐる！門司港レトロ浪漫創造事業

新・門司港滞在型観光強化事業

⑥拡・若松北海岸エリアの

観光ポテンシャルの強化
８百万円

②新・ 「インバウンド観光都市」に向けた
プレゼンス強化

１４８百万円

アジア中心にインバウンド需要を取り込

むため、戦略的なプロモーションや受入体

制の整備などを実施

新・インバウンド高付加価値旅行推進事業

拡・クルーズ船誘致・受入事業

新・広域集客促進事業

⑤新・黒崎地区の魅力向上戦略の推進

２５百万円

賑わいあふれる黒崎地区の活性化に向

け、官民連携による社会実験やイベント等

を開催し、エリアとしての魅力向上と民間

投資を促進

雄大な自然景観や新鮮な食材に恵まれ、

観光資源のポテンシャルに溢れる若松北

海岸エリアへの観光関連施設の誘致を推

進するとともに、民間事業者等と連携し、

体験型・滞在型観光を促進

新・若松北海岸サイクルツーリズム導入実証事業

・若松北海岸の自然を活かした体験型・滞在型観光の促進事業

③新・「すしの都 北九州」
ブランディング強化

１７百万円

北九州が誇る豊かな漁場で取れる

新鮮で多様な魚を活かし、北九州のすし

のブランド化に取り組むとともに、北九州

の美食を全国に発信

新・「すしの都 北九州」ブランド発信事業

新・美味しいおさかな発掘PR事業
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（ １ ） 環 境 先 進 都 市 と し て の レ ガ シ ー を 活 用 ・ 発 展

重点テーマ③
世界をリードするサステナブルシティへのキックオフ

（ ２ ） 国 内 有 数 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 拠 点 へ の 基 盤 整 備

（ ３ ） 市 民 力 を ベ ー ス に 、 サ ス テ ナ ブ ル な 地 域 と 生 活 を 形 成 す る

①新・サステナブルシティ戦略推進事業

８２百万円

市民や企業のサステナブルな活動の継続

支援に加え、社会課題に対する新しい解決

モデルの体現、投資の呼び込みにより、

「まちの成長と市民の幸福の好循環」を

実現する「サステナブルシティ」を目指す

戦略を策定

②新・エコタウンセンター再整備構想
策定事業

１０百万円

北九州市のカーボンニュートラル、循環

経済、自然再興の取組の国内外に向けた

PR拠点とするため、既存の環境学習施設の

見直しを含めた新たな整備構想を策定

④拡・風力発電関連産業の総合拠点化 ４９９百万円

響灘地区の充実した港湾インフラと

広大な産業用地を活用し、風力発電

関連産業の総合拠点形成を推進

⑥新・全世代参加型地域コミュニティ
推進事業

２８百万円

２０４０年に向けた地域コミュニティの

未来像を検討し、「（仮称）北九州市地域

コミュニティビジョン」を策定

⑦拡・「未来の介護大作戦」推進事業
（一部特別会計）

１４４百万円

担い手の持続可能性が課題である介護分野

で、ロボット・ICT等を活用した先進的介護「北

九州モデル」を普及させ、生産性向上を促進

拡・介護シェアリング都市推進事業

新・（仮称）テクノケア北九州運営事業関連

・先進的介護「北九州モデル」推進事業

⑧新・自然再興の実現
（ネイチャーポジティブ） １８百万円

生物多様性の損失を止め、反転させること

とするネイチャーポジティブに取り組むとと

もに、市民一人ひとりが自然を大切に思い、

育むための取組を推進

新・ネイチャーポジティブセンター運営事業

拡・ネイチャーポジティブ発信事業

次世代の太陽光発電設備の導入に

向け、経済合理性なども観点に入れた

調査を実施

③新・次世代太陽光を含む
再生可能エネルギーの導入可能性調査

１０百万円

新・浮体式拠点開発検討事業

新・洋上風力O＆M競争力強化事業

・洋上風力関連産業用地整備事業

⑤拡・水素拠点化の推進 ２６百万円

響灘臨海部を中心とした水素拠点の

形成や、水素ローカルサプライチェーン

構築に向けた取組等を実施

拡・水素拠点化推進事業

新・水素ローカルサプライチェーン
構築事業
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（ １ ） 安 心 し て 暮 ら せ る 環 境 を 創 る

推進テーマ④
安全・安心な暮らし

（ ２ ） 生 活 基 盤 の 「 安 心 」 を 支 え る

①新・防犯対策の緊急強化 ２００百万円
[補正予算]

まちの安全・安心の推進のために、より

一層の取組の強化に向け、防犯カメラ・

防犯灯の整備加速による緊急的な

防犯対策を強化

拡・防犯対策強化事業
（主要駅周辺に防犯カメラ、通学路に防犯灯を設置）

新・不審者の学校侵入対策事業
（小・中・高・特別支援学校に防犯カメラを設置）

②新・安心して歳を重ねることができる

終活支援
５百万円

人生１００年時代を迎えようとする中、

誰もが自分らしく安心して終活を行える

よう、民間の力を最大限に活用しながら、

終活を推進する仕組みを構築

③拡・福祉の重層的支援体制強化

４７百万円

令和７年度から全ての区において、「い

のちをつなぐネットワーク」を強化・充実

することで、『相談支援』、『参加支援』、『地

域づくりに向けた支援』を一体的に実施

⑥新・門司港地域複合公共施設整備事業

３，１０２百万円

（他に債務負担 １１，８６８百万円）

門司港地域に点在する老朽化した公共

施設を集約し、複合化・多機能化すること

により、市民サービスの向上や効率化、

地域の活性化を促進

⑤若戸大橋・若戸トンネルの強靭化の推進

９８２百万円

（他に債務負担 ２，８００百万円）

若戸大橋・若戸トンネルにおける維持管理

や緊要度の高い箇所の修繕、橋梁の塗装等

を推進

④拡・上下水道の強靭化 （企業会計）

８，４２３百万円

（他に債務負担 ５５７百万円）

上下水道の強靭化を図るため、老朽化

した施設の耐震改修等を実施するとともに、

重要施設に接続する上下水道管路等を

対象とした耐震化計画を策定し、上下水道の

一体的な耐震改修を実施
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推進テーマ⑤
若者・子どもを応援

（ ２ ） 子 育 て ・ 教 育 を 応 援 す る

（ １ ） 若 者 を 応 援 す る

③新・企業型奨学金返還支援事業

１２百万円

企業の人材確保と若手従業員

の定着及び経済的負担軽減を

図るため、奨学金返還支援制度

の周知や導入支援を行うほか、

導入企業等の支援額の一部を

補助

④拡・スタートアップ起業家
育成サポート

５百万円

市内外で活躍する女性起業家

による学生を対象とした起業家

育成プログラムや、民間主体の

アクセラレーションプログラムに

対する助成を実施

⑤拡・こどもまんなか公園
づくり等事業

５０３百万円

こども目線の公園づくりや

子育て世帯が憩える環境づくり

を行うとともに、若者文化に

対応した公園づくりの社会実験

やインクルーシブな子ども広場

の基本計画の作成等を実施

⑦拡・「学校エアコン設置

加速化大作戦」の推進
３１百万円

特別教室（小学校の理科室及び

中学校の美術室）における

エアコン設置率１００％を目指して

令和９年度までの３か年計画で

整備を推進

⑥新・「たいけん・まなび充実

大作戦」の展開
８３百万円

市立小中学校における体験

活動の機会と選択肢を充実

させるとともに、こどもたちが

放課後や長期休み期間に参加

できる体験活動の機会を

パッケージ化

①新・KitaQ Girls Tech
プロジェクト

５百万円

技術者や研究者を志す女子

児童生徒の可能性を応援する

ため、女子小中学生を対象に、

キャリア情報や理工系の楽しさ

を体験できる機会等を提供

②シン・ジダイ創造事業

４３百万円

「日本一若者を応援するまち・

北九州市」の実現に向け、若者の

自由な発想や提案を引き出し、

それらを実現させるための伴走

支援等を実施

⑧新・スーパー・サステナ・

ハイスクール推進事業
３百万円

北九州市立高等学校におい

て、グローカル人材の育成及び

アントレプレナーシップの醸成

を図るため、起業家等による

講演会の開催及び国内外への

短期留学補助による多様な体

験機会を提供
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推進テーマ⑥
挑戦する企業を応援、経済成長の加速

⑤拡・中小企業における生産性向上

・DX推進事業

２００百万円

中小企業のロボット導入やデジタル・

AI等の技術を活用したDX推進に向けて、

機運醸成から準備、実践に至るまで、ロボ

ット・DX推進センターを中心とした切れ

目のない伴走支援を実施

①新・シリコンシティ北九州への挑戦

１０３百万円

半導体関連産業振興のため、国内外の

半導体関連企業・研究開発拠点の誘致活動を

強化し、集積を進めるとともに、人材育成や

ビジネスマッチングなどを通じて、企業の

ビジネス拡大や競争力の向上を推進

新・半導体サプライヤー集積促進事業

新・海外半導体関連ビジネス誘致事業

拡・「稼げるまち」への原動力

～未来産業推進事業～（半導体関連）

拡・半導体等サプライチェーン構築事業（物流支援）

②拡・次世代自動車産業の振興

（EV・次世代モビリティ社会への対応）

３５百万円

北九州学術研究都市を中心に、市内外

での次世代自動車についての連携を強化

するとともに、研究開発やＡＩ分野も含めた

人材育成、企業競争力の向上などの取組を

実施

④新・スタートアップ成長支援ファンド事業

１００百万円

ファンドへの出資や、ファンドを運営
するベンチャーキャピタル等と連携した
ハンズオン支援により、スタートアップ等
の成長を支援

③拡・宇宙産業振興の推進

２９百万円

宇宙産業の振興のため、セミナーの開

催や展示会出展など、地域企業の参入

支援や産学連携による研究開発支援の

取組を強化するほか、新たに人材育成の

取組を実施

⑥新・産業基盤整備による民間投資

の促進
８，６２３百万円

陸・海・空の充実した物流インフラなど、

北九州市が持つ強固な産業基盤のポテン

シャルを開花させるための整備を実施

・折尾地区総合整備事業 （一部特別会計）

・旦過地区再整備事業 （特別会計）

新・浮体式拠点開発検討事業

・洋上風力関連産業用地整備事業

拡・北九州空港の物流拠点化

（ １ ） 未 来 産 業 の 振 興 に よ り 経 済 成 長 を 加 速 さ せ る

（ ２ ） 企 業 の 挑 戦 を 後 押 し す る （３）産業基盤を強化する
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市債残高の推移（560/620/650億円）

投資的経費の新たな適正水準の考え方について（R7～９年度）

〇 市 民 １ 人 あ た り 市 債 残 高 が 政 令 市 中 ト ッ プ 、 財 政 健 全 化 指 標 が 政 令 市 中 ワ ー ス ト レ ベ ル に あ る な ど の 、 厳 し い 財 政 状 況 を 鑑 み 、 こ の 状 況 か ら の

着 実 な 改 善 を 図 る た め に は 、 投 資 的 経 費 に つ い て 、 市 民 １ 人 あ た り 投 資 的 経 費 の 政 令 市 平 均 （ Ｒ ４ ） で あ る 5 6 0 億 円 程 度 が 「 理 想 的 な 水 準 」 。

〇 一 方 で 、 緊 急 度 の 高 い 老 朽 化 対 応 事 業 が 多 い 中 、 近 年 の 急 激 な 資 材 ・ 労 務 単 価 の 上 昇 へ の 的 確 な 対 応 が 必 要 な こ と か ら 、

資 材 ・ 労 務 単 価 の 上 昇 分 等 を 勘 案 し た 「 現 実 的 な 水 準 」 と し て は 、 ６ ４ ０ 億 円 程 度 が 必 要 と な る 。

〇 た だ し 、 投資的経費に関する財政指標の改善傾向を維持するための水準としては、年平均６５０億円程度であることに留意。令和７年度以降の投資的経費についても、

この水準を踏まえつつ、「未来につながる投資」や「市民の安心・安全を守るための公共施設の老朽化対策」などの投資を着実に推進

〇 なお、市債に過度に依存することなく、将来に向けた都市発展の基盤をつくるため、公営競技の剰余金を活用して新たな基金を創設（未来のまちづくり投資基金）し、

未来の市民ニーズを的確に捉えた形で都市の付加価値向上を前倒し・加速化させる

基本的な考え方

５６０億円程度

「現実的な水準」
６40～６５０億円程度Ｒ７年度以降の

「理想的な水準」
（Ｒ４政令市平均水準）

[新たな投資的経費の適正水準のイメージ]

資材 ・ 労務単価
上 昇 分 等

上限とすべき水準
６50億円/年程度

上限水準に留意しつつ、「現実的な水準」を確保

[投資額に応じた市債残高の今後の見込み]

[億円]

R5末残高
7,804億円

③６５０億円

②６２０億円

①５６０億円

①6,988億円

③7,488億円

②7,318億円

新たな基金の活用などを行いながら、「未来につながる次世代投資」や「市民の安心・安全を守るための公共施設の

老朽化対策」など必要な公共事業を着実に推進しつつ、市債残高の減少傾向を維持

環境工場等の進捗で一時的に増加するが、

R7以降おおむね減少トレンドを維持（650億円/年程度を上限）

・資材・労務単価上昇率は「建設工事費デフレーター（国土交通省）」を参照
・R5～７は8.2%、R8以降は年2.5％で推計
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令和７～９年度については、市民ニーズが特に高い
子ども・若者が多く利用する施設整備など「未来に向けて
の投資」を中心に実施

〇新・学校トイレ洋式化１００％大作戦
（小中学校の全てのトイレの洋式化を目指して、令和７～
９年度の３年間で集中的に整備）

〇拡・「学校エアコン設置加速化大作戦」の推進
（小学校の理科室と中学校の美術室・理科室へ、令和７～
９年度の３年間で集中的に整備）

〇学校施設エレベーター設置事業
（小中学校のバリアフリー化推進のためエレベーターを設置）

〇新・こどもまんなか公園づくり等事業
（「桃園公園わんぱく広場」のリニューアル等）

モーターボート競走事業の収益金を活用した基金の設置について

設置目的

〇北九州市が人が集まる、選ばれるまちとして成長・発展
していくためには、市民にとっての資産である公共施設
の付加価値を向上させる投資が必要だが、財源の確保
が課題

〇モーターボート競走事業の剰余金を活用して、将来世代
とも共有できるストック形成、「未来に向けたまちづくり」
に投資し、取組を前倒し、加速化する

基金名称

公営競技事業による収益金の一部を財源として、
将来に向けたまちの成長及び発展に資する公共施設の
付加価値を高める整備を前倒し・加速化

北九州市ボートレースによる未来のまちづくり投資基金

基金の設置日・規模

背景

〇設置日：令和７年４月１日
〇基金の規模：２００億円

基金を活用して実施する事業（例）
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令和７年度当初予算における次世代投資枠（新規及び拡充分）は、

R7
次世代投資枠

１４１億円

若者や子ども等への投資

３５億円

・学校トイレ洋式化１００％大作戦
・学校エアコン設置加速化大作戦
・企業型奨学金返還支援
・たいけん・まなび充実大作戦 など

・企業立地促進補助
・リビテーション推進事業
・半導体サプライヤー集積促進事業
・「稼げるまち」への原動力～未来産業推進事業～
・スタートアップ成長支援ファンド事業 など

１０億円
・スマらく区役所プロジェクト
・サステナブルシティ戦略推進事業
・女性のヘルスケアサポート など

６４億円

・門司港地域複合公共施設整備事業
・学校施設老朽化対策 など

公共施設等の老朽化対策への
持続可能なまちづくり投資

その他の次世代投資枠

産業基盤の強化・創出への投資

令和６年度の１１１億円と

合わせると、２５２億円

令和６～令和８年度の３か年で
３３０億円を目途に確保することを
目標とする。

北九州市政変革推進プラン

次世代投資枠について

３２億円

令和６年度予算における「棚卸し」作業
をベースに、ゼロシーリングの下、各局
にて事業の必要な「模様替え」（スクラッ
プ＆ビルドなど）を行い、財源を捻出
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子育て・福祉・医療関連等

物価高への対応

市民の安心・安全対策

・健康診査 5,270万円
（がん検診等の受診者の増加）

・障害福祉サービス等関連事業 4億4,000万円
（サービス利用者数の増加等）

・防犯対策の緊急強化 1億9,998万円
（主要駅周辺に防犯カメラ、通学路に防犯灯を設置 7,128万円

小・中・高・特別支援学校に防犯カメラを設置 1億2,870万円）

※ほか特別会計4億円（国民健康保険特別会計の償還金など）、企業会計４億円（下水道事業）

・施設型給付（保育所、幼稚園・認定こども園）
地域型保育給付（小規模保育、事業所内保育）
児童養護施設等措置費 32億8,502万円
（人事院勧告を踏まえた保育士等の人件費の引き上げに伴う

保育等に係る費用の増加）・災害対応の強化 4,000万円
（災害用のトイレカー、車いす対応組立式トイレ等の購入 3,100万円

災害用の簡易ベッドの購入 900万円）

・福祉サービス事業所、保育所、児童養護施設等への
光熱費等支援事業 9億2,673万円

一般会計補正予算規模：14６億円
主なもの

・国の経済対策に基づく公共事業等 50億 649万円
（道路・街路・河川改修事業
港湾施設整備事業
北九州空港整備事業地元負担金
大規模改修事業（小学校）・外壁改修事業（小・中学校）

民間老人福祉施設整備補助事業 3,750万円）

・潜在保育士の保育所再就職・復帰支援貸付金交付事業
565万円

（離職中の保育士資格取得者に対する、保育所への再就職準備金等
の貸付）

・精神通院医療費 2億1,900万円
（精神障害に係る通院等による医療費の増加）

・特定医療費支給事業 1億5,200万円
（指定難病に係る特定医療費受給者数の増加）

公共事業関連

2億円 42億円

50億円

12億円

※ほか令和５年度決算剰余金、運用益の基金積立金等４０億円

・公共交通応援事業 560万円
（公共交通事業者へ運行経費の一部補助）

・農林水産事業者を応援！直売所・朝市クーポン事業
2,000万円

（市内直売所等の利用を促すクーポン券の配布）

・商店街プレミアム付商品券発行支援事業
２億5,000万円

・スポットワーク人材確保補助金 2,000万円
（市内企業とスポットワークを希望する求職者の仲介手数料の
一部補助）

・物価高騰に立ち向かう中小企業等に対する
生産性向上支援助成金 3,000万円
（中小企業等が行う省エネ投資等の取組に対する一部補助）

10億1,245万円

2億6,849万円
7億9,560万円

28億9,245万円
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